
宮城大学看護学部紀要執筆要項

1　原稿は、和文あるいは英文とし、ワープロソフトを用いて作成すること。A4版1頁に和文の場合、40
字×30行、英文の場合はダブルスペースで作成する。

2．論文の様式
　原稿は以下の構成に従うものとする。

　1）表紙：和文表題、英文表題、和文著者名、英文著者名、和文所属名、英文所属名、5語以内の和文キー

　　　　　　ワード、英文キーワードを記載する。

　2）論文要旨1総説、原著は和文要旨400字以内、英文要旨は250語以内で表記する。

　　　　　　　報告、資料は和文要旨250字以内、英文要旨は150語以内で表記する。

　3）本文

　4）文献
　5）図（および写真）

　6）表

3．原稿作成上の留意事項
　1）原稿は、原則として現代かなつかい、常用漢字を使用する。句読点は明確に記す。

　　単位、および単位記号は、原則として国際単位制度に従うものとする。

　2）文献記載の様式は以下とする。

　　著者は3名まで記載し、以下は“他”、“et　aL”とする。

　①　雑誌論文の場合：

　　　　著者名：論文表題．雑誌名，巻数（号）：初頁一終頁，発行年

　　　　例1）遠藤芳子，武田淳子，大池真樹，他：電子体温計による腋窩体温と前額部深温との比較検

　　　　　　　討．宮城大学看護学部紀要，12（1）：1－8，2009
　　　　例2）細菌名等は斜体で記す。
　　　　川村　武，松岡富男，佐々木裕子，他：定期健診における尿中抗Hθ励obαclθγP鋤oπ抗体測定の

　　　　　　　意義について．宮城大学看護学部紀要，7（1）：11－16，2004
　　　　例3）Manso恥J．　E．：Body　Weight　and　Mortality　among　Women．　N　Engl　J　Med，333：677685，1995

　②　単行著書の場合：

　　　　単行者名：書名（版）．pp．初頁一終頁，発行所（所在地），発行年

　　　　著者名：分担章標題名，書名（版）．編集名，pp．初頁一終頁，発行所（所在地），発行年

　　　　例1）保坂　隆：精神医学へのアプローチ．pp．185－187，南江堂，東京，1996
　　　　例2）Morgan　M．　G：Cultural　Aspects　of　Health　In　MedicaLSurgical　Nursing（4th　ed），edited

　　　　　　　by　Workman，　M．　L．，　pp．51－58，　W、　B．　Saunders　Company，　New　York，2002

　③インターネット資料の場合
　　　　著者名：論文等表題（または電子資料名）．ウェブサイト名．アクセス年月日．〈アドレス〉
　　　　（論文のように、巻数（号）：初頁一終頁，発行年が記載されている場合は、論文等表題の後に含める。）

　　　　例1）厚生労働省：新型インフルエンザ対策の指針（6月16日版用）．新型インフルエンザ対策関

　　　　　　　連1青報．2009．厚生労働省ホームージ．2009年7月27日．〈http：／／www．mhlwgojp／〉

　　　　例2）国立感染症研究所感染症1青報センター：学校における麻疹対策ガイドライン．麻疹1－42．2008．

　　　　　　　国立感染症研究所感染症情報センターホームページ．2009年7月27日．
　　　　　　　〈http：／／idsc．nih．gojp／inde苦j．html＞

　　　　例3）Anthony　E．　Fiiore，　David　K　Shay，　Karen　Brodeちet　aL：Prevention　and　Control　of　Seasonal

　　　　　　　In且uenza　with　Vaccines．　Morbidity　and　Mortality　Weekly　Report，　Vol．58：1－52，2009．

　　　　　　　Centers　for　Disease　Control　and　Prevention，27　July，2009．

　　　　　　　＜http：／／www．cdc．gov／mmwr／＞

3）図と表

　①表は1枚につき1頁にて作成する。
　②　図、表は白線、黒線で描写したもの、顕微鏡写真、白黒写真とする。

　　　カラー写真の場合は印刷に係る経費を著者負担とする場合がある。

　③各図の説明を別紙にまとめて記載する。
　④　図は印刷上、横幅17．Ocm、あるいは8．　Ocmに縮小となる。
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